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1. 【データ：投資額】  

タイ投資委員会は、2024年Q3（1－9月）の投資額を発表した。下記は、日本からの投資

申請件数と投資申請額を2023年と比較したものとなる。（投資額単位：100万THB） 

2024年Q3の日本からの投資で最大は「機械・自動車産業」への投資申請で63件、同申請

額は172億THBとなった。次に多かったのは「電気電子産業」への投資で24件、投資申請

額は76億THBとなった。電気電子関連への投資が2023年中に一巡して今期は低調に終わっ

た。一方、自動車に関しては、BOIがHEV製造への投資恩典を設けたとこにより、投資額

が倍増となった。しかしながら、昨年比では全体的に低調な投資内容となった。一方、

クリエイティブ産業、デジタル産業、メディカル産業、公共事業などへの投資申請額が

増加していることが見て取れる。特にメディカル産業は既に2023年の投資申請額である

2,300万THBから15億THBに急増している。今後は、これらの分野への投資が増えてくもの

と思われる。 

 

出所： https://www.boi.go.th/ 
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2. 【データ：投資額】 

タイ投資委員会（BOI）は、2024年の1－9月までの投資申請額を発表した。下記は、

EEC三県（チョンブリ、チャチェンサオ、ラヨーン）への投資申請額を2022年から比

較したグラフを表示。（単位：10億THB） 

2024年1－9月までのEECへの投資額（10億THB）は、3,628億THBとなり、過去二年と

比較し1,000億THB以上増加した。おそらくEEC地域への投資申請額では、過去最大だ

と思われる。投資額の最大はチョンブリ県で1,937億THB、ラヨーン県が1,418億

THB、チャチェンサオ県が273億THBと続いた。この3県に関しては、EV関連、電子関

連への投資が集中している。EV関連投資に関しての大口投資は昨年が最大で本年は

同関連部品への小口投資があるが、本年中に一段落すると思われる。今後はエレク

トロニクスなどの電子関連産業への投資が増加していくものと予想される。 

 

出所：https://www.boi.go.th/ 
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3. 【調査：ビジネス上の障害】 

タイ中央銀行（BOT）は、10月のビジネス上の障害に関する調査結果を発表した。調

査は、タイの大中企業695社から得たものとなる。 

同月の調査結果だが、前月と変わらず「製造コスト高」がトップとなり、「価格調

整の難しさ」、「需要の低下」、「国内競争の激化」、「経済の不安定さ」が続い

た。順位こそ変わらないが、上位2組は下降傾向を辿るが、下位3組は徐々に上昇傾

を辿っているのが見て取れる。依然、経済状況が回復しておらず、物が売れない状

況が続いている。 

 

出所：https://www.bot.or.th/ 
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